
  

 「島ゴミサミット・おき会議」開催概要  
 
１．開催趣旨 

  国内の島しょにおける海岸漂着ゴミに焦点をあて、海洋ゴミ問題を地球環境問題の一つとして捉え、

その解決に向けた多様な主体による取組み体制の構築等を目指し、2003年「離島ゴミサミット・とび
しま会議」（山形県酒田市）、2004年「島ゴミサミット・つしま会議」（長崎県対馬市）を開催した。 
  一連の会議等における情報の共有や討議の積み重ねを踏まえ、島根県隠岐の島町において「島ゴミ

サミット・おき会議」を開催し、つしま会議以降の取組み等を含めた情報の共有を図ると共に、2006
年度の設置を目指した、海洋ゴミ対策のためのプラットホームの「かたち」を提示する。 

 

「海洋ゴミ対策のためのプラットホーム」の 2006 年設置の意義について 

 1982 年に締結、1994 年発効された「国連海洋法条約」において、「いずれの国も、
海洋環境を保護し保全する義務を有する」（第 192 条）と規定され、海洋ゴミ問題への
対応に向けた基本的方針が示された。海洋国である日本は 1996 年に批准したが、その
10周年を期して海洋ゴミ問題への取組みに向けた、具体的なステップをようやく踏み出
すことができる意義は大きい。 

 
 
 
 
 
 
 

２．開催日時及び会場 

（１）開催日時  ２００５年１１月３日（木･祝）１５：００ ～ ５日（土）１２：００ 
                  【受付開始 １４：００】 
 
（２）会  場  隠岐の島町文化会館大ホール 他 

島根県隠岐の島町西町吉田の二 TEL 08512-2-0237 
 
（３）資 料 代  ５，０００円（昼食及び各交流会は実費） 学生２，０００円 
 

３．主催等 

（１）主  催  ＪＥＡＮ／クリーンアップ全国事務局、隠岐自然倶楽部 
 
（２）共  催  隠岐の島町 
 
（３）協  力  特定非営利活動法人パートナーシップオフィス、日韓市民スクエア 
         隠岐の島町及び島前３町の関係団体、隠岐島後観光協会 
         （社）韓国海洋救助団等の韓国ＮＰＯ／ＮＧＯ 
         （財）河川環境管理財団、（財）日本科学協会、(財)日本システム開発研究所 
 
（４）後  援  西ノ島町、海士町、知夫村、島根県 

 環境省、国土交通省、水産庁、海上保安庁 
         （財）日本離島センター／全国離島振興協議会 

全国町村会、全国市町村水産業振興対策協議会 
日本沿岸域学会 

 
（５）事 務 局  ＪＥＡＮ／クリーンアップ全国事務局 
          東京都国分寺市南町 3－23－2 小松ビル 3階 TEL 042-322-0712 
 

※参加受付及び宿泊手配等については、隠岐島後観光協会が窓口を担います【別紙：参加申込み用紙にて】 

※本事業は （財）河川環境管理財団 及び （財）日本科学協会 の助成支援を受けて実施します



 

４．開催内容 

会議開催日程 内   容 備   考 
11月 3日（木） 
15：00～17：00 
 

受付開始 14:00～ 
第１部 おき会議の開催について 
①開催趣旨及び経緯報告 
 （JEAN／クリーンアップ全国事務局） 
 ②基調講演 
 
 
 ③報告・関係省庁連絡会事務局 
  （環境省地球環境局環境保全対策課） 
（夕食交流会場への送迎） 

関係団体･機関等の活動事

例等の紹介パネル展示 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１日目 
 

18：15～20：00 歓迎夕食交流会【隠岐の島町主催】 隠岐ビューポートホテル・しゃ

くなげの間 TEL 08512-2-7007  
11月 4日（金） 

09：00～12：30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 2：30～13：30 

13：30～17：00 

第２部 海洋ゴミの発生抑制を考える 
 活動事例報告を含め、海洋ゴミの発生を抑制していくた

めの手立てを探る 
＜司会進行；ＪＥＡＮ／小島＞ 
 ①隠岐の島町からの報告と提案 
（隠岐の島町環境課及び地域づくり団体） 
 ②海士町からの報告 
  （海士町生活環境課・松田明男氏） 
 ③世界自然遺産・知床からの報告 
  （北海道羅臼町役場環境課 
   ／ＮＰＯ知床ラウシ） 
 ④他地域島嶼の事例 
  （調整中） 
 ⑤海岸ゴミ問題を通してみる沿岸域の総合的管理 
  （国土交通省海洋計画室、（財）日本システム開発研究所） 
 ⑥韓国における発生抑制施策の概要 
（韓国 KMI） 
 ⑦海岸ゴミモニタリング 15年の成果 
  （JEAN／クリーンアップ全国事務局） 
 昼食休憩（会場周辺散策他） 

第３部 海洋ゴミ対策の「かたち」を考える 

 全体討議を通して、海洋ゴミ対策のためのプラットホー

ムの構築イメージを共有化していく 
 ＜コーディネーター；金沢工業大学教授・敷田麻実＞ 
 ①UNEP地域海行動計画の動向について 
 ②非公式懇談会における討議成果の確認 
 ③プラットホームのフレームイメージ 
  （国連海洋法条約批准 10周年の意義を踏まえて） 
会議アピール文の採択 
会議メッセージの発表（開催地関係者） 

関係団体･機関等の活動事
例等の紹介パネル展示 
※但し、昼食時に撤去。 

第２日目 
 
 

島内分散交流会 第１交流会場（国民保養センター隠岐の島 布施） 
 島しょにおけるエコツーリズムの展開 
第２交流会場（ロッジおくつど 都万） 
 北前船文化圏（日本海沿岸域）交流 
第３交流会場（ホテル海音里 五箇） 
 隠岐の歴史講座 

島内の３箇所に分散宿泊 
各地域の生活文化の紹介も 

11月 5日（土） 第３日目 
 09：00～12：00 

(島内分散交流会からの送迎) 
クリーンアップ作戦【隠岐の島町主催】長尾田海岸 
昼食後解散（隠岐空港及び西郷港への送迎） 

隠岐の島町環境課・建設課

担当 
 

  午後から希望者向けの自然体験エコツアー等のオ

プショナルツアー（13時～18時） 

【隠岐自然倶楽部主催】 
宿泊地（参加者数により決

定） 
  ※プログラムの一部を予告なく変更することもあります。 


